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「保育内容（言葉）」のアクティブラーニング実践















































































































































































































































　第 7 回と第 8 回の間で、各グループで対象年齢を
決め、紙芝居を作成させた。その際、第 6 、 7 回の調
査結果を指標にさせた。作成した紙芝居は第 8 回、
第 9 回において発表させた。













































































比重は 1 ： 1 で描かれている。
②　主人公の立ち位置
　主人公のひとりであるオオカミの描かれ方である
が、オオカミが左に配置されている。この場面は、う
さぎが付いた嘘を描いているものである。
③　色彩の秘密
　この場面では、うさぎ三姉妹が、畑を荒らしている
場面である。赤いニンジン、右端にある大きな木は、
赤に近い茶色で描かれている。
④　言葉の変換
　ここでは、言葉が変換されている部分がある。「そ
れと同時に」ということばを「そして」、「後悔しまし
た」を「残念に思いました」である。後悔という言葉
は、対象年齢に定めた 5 歳には難しい言葉であるため、
「残念に思いました」と改めている。
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　以上のように、学生は、絵本の秘密について、実際
に絵本から学び、紙芝居制作に生かしていることがわ
かる。また、別なグループでは、絵本からの学びを紙
芝居に生かす段階で、次のように紙芝居特有の技法を
用いることも行っている。
　半分だけめくるという技法である。
　このように、当初本実践でねらいとしていた、発達
段階にあったことば選び、ことばの指標づくりだけで
はなく、挿絵の効果、紙芝居特有の技法を織り交ぜな
がら学びを展開していったことがわかる。
 5 　考察
　
　このように紙芝居の制作によって、絵本に使用され
ている語彙を指標にして、対象とする年齢の子どもた
ちに適切だと思われる語彙を選択しながら作品を完成
させている。これまで実習に出た学生たちの反省の中
で、どの年齢の子どもたちに、どのようなことばを用
いていいのかが分からないなどの理論上説明の難しい
ものがあった。もちろん、この年齢の子どもたちには、
このことばを使用すればよいという明確な「答え」は
ない。また、本実践における使用語彙とは、あくまで
も作品上の言葉であり、日常生活で使用される言葉と
は異なる面がある。しかし、学生たちは、「何か」を
指標として、推測して言葉を選択し使用することを学
んでいる。実際の保育現場に立つ際も、子どもたちの
生の言葉を聞き、それを教師が指標として、言葉を選
択・使用していく姿が想像できる。そのような点にお
いて、「答え」を求めがちな世界において、自ら活路
を見出していく姿勢が身についたと思われる。
　また、発達による言葉の差異という点に関して、絵
本の調査によってある程度の感覚をつかみ、それを指
標として、設定した年齢の子どもたちに合わせるため
に考えるという思考活動が展開できた。それは、アク
ティブラーニング化された授業であったからであると
考えられる。つまり、講義形式の授業だけでは、学生
たちは知識の受容者にしかならないが、本実践のよう
なアクティブラーニングを取り入れることで、「言葉」
に対して主体的に思考し、また、協同性が担保された
環境の中で、自らの思考を交流し、作品を完成させる
ことで、子どもの言葉についての理解が深まったので
はないかと考えられる。
 6 　おわりに
　本稿では、「保育内容（言葉）」のアクティブラーニ
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ング化の実践を試みた。活動を促していくという指導
方法に目が向きがちであるが、「何を学ばせるのか」
という指導内容の重要性がわかる。それが、本実践に
おいては、子どもの言葉であった。また、様々な活動
に際して、個々人の思考の重要性も再確認できる。こ
のように、個人の知識体系が、知的活動の中でどのよ
うに活かされるのか、それは、アクティブラーニング
と言われる指導方法の中に、知識がどのように位置付
けられるのかということである。新たな知識を活かし
て活動へと展開させるのか、活動を行う中で新たな知
識体系を学んでいくのか、本実践では、後者であった
ように思われる。その知識体系は、本実践では、子ど
もの「言葉」に対する個々人の「答え」である。ある
観点をもって調べるという行為を経て、各個人の中に
形成された「答え」をもって、グループという集団で、
交流を行う。意見交換や「答え」の交流をするだけで
はなく、それらを用いて、言葉を選択しながら、紙芝
居を作成した。その活動には協同性が存在し、
　今後の課題として、個々人の思考が協同的な学習に
おいて、どのように活かされているのか、また、どの
ように変容していくのかについての詳細な検討が挙げ
られる。
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